
平成 25 年 5月号　No.38

今月のみどころ
・平成 25年度当初予算
・ 大法師さくら祭り＆ホームタ
ウンサンクスデー

【くらしのカレンダー】
・ 「くらしのカレンダー」メー
ルマガジンを始めました。

～桜の枝にとまる小鳥に向かってシャッターチャンス～
（３月 30日　大法師さくら祭り）



　

平
成
25
年
度
の
本
町
の
予
算
は
、
一
般
会
計
総
額
73
億
7
，7
6
2
万
1
千

円
、
対
前
年
比
で
5
・
5
％
の
増
。
14
特
別
会
計
・
1
企
業
会
計
総
額
54
億
9
，

5
6
4
万
7
千
円
、
合
わ
せ
て
1
2
8
億
7
，3
2
6
万
8
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
今
年
度
の
予
算
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い
て
も
、「
第
1
次
富
士
川
町

総
合
計
画
」
に
定
め
た
6
つ
の
基
本
目
標
を
中
心
に
、
東
部
地
域
開
発
事
業
を

は
じ
め
、
子
育
て
支
援
の
充
実
、
防
災
・
防
犯
体
制
の
整
備
拡
充
な
ど
の
諸
施

策
を
継
続
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
に
、
徹
底
し
た
行
財
政
改
革
の
着
実
な

実
行
に
努
め
、
事
務
事
業
の
整
理
合
理
化
に
よ
る
行
政
の
効
率
化
を
図
っ
た
予

算
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
は
、
平
成
25
年
度
の
町
の
予
算
の
詳
細
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

会　　計　　名 予　算　額 前年度比
一　般　会　計 73億 7,762 万 1千円 5.5％
特　別　会　計 51億 6,040 万 8千円 ▲ 0.5％
国民健康保険 17億 5,749 万 2千円 ▲ 3.1％
後期高齢者医療 3億 4,663 万 3千円 ▲ 2.1％
介護保険 17億 3,829 万 8千円 3.6％
介護サービス事業 1億 117 万 4千円 ▲ 3.7％
奨学金 72万円 0.0％
簡易水道事業 1億 4,756 万 3千円 ▲ 14.7％
下水道事業 8億 3,963 万 6千円 ▲ 0.7％
営農飲雑用水事業 394 万 7千円 7.1％
箱原農業集落排水事業 1,380 万 8千円 ▲ 5.2％
鹿島財産区 5万円 0.0％
カラマツオ外三十山恩賜林保護財産区 48万 7千円 ▲ 3.6％
活性化事業 2億 799 万 7千円 5.5％
峡南地区ことばの教室共同設置 171 万 3千円 58.2％
峡南地区充指導主事共同設置 89万円 0.7％
公営企業会計 3億 3,523 万 9千円 23.3％
水道事業 3億 3,523 万 9千円 23.3％

　町の予算をより身近に感じていただくために、一般会計予算を家計簿の形にしてみました。金額
の単位は、「千万単位」を「万円」に置き換えてあります。早速見てみましょう。

　一家の収入は、主に給料で、それ
にパート収入や雑収入を加えた合計
は511万円です。しかし、それだ
けでは賄えず、貯金の取崩しや金融
機関からの借入で賄っています。楽
な家計ではありませんが、その中で
も、子どもの教育や医療費、防災
対策などによる費用を確保していま
す。また、ローン残高を減らす努力
をしています。
　現在の経済状況から、諸手当が
減っていくことが考えられるため、
給料全体が増加することは見込めま
せん。そのため、支出を工夫して、
経費を節約しながら、最少の経費で
最大の効果があげられるように事業
を計画しています。

富士川さんちの家計簿富士川さんちの家計簿

【収　入】
給料  462 万円
　⎧基本給（町税） 143 万円　
　⎨諸手当（交付税など）
　⎩  319 万円　
パート収入（負担金、使用料
など） 21 万円
雑収入  28 万円
金融機関からの借入（町債）
 80 万円
貯金の取崩し（繰入金）
 140 万円
前年度の残金（繰越金）
 7 万円
合　計  738 万円

【支　出】
食費（人件費） 128 万円
医療費（扶助費） 79 万円
公共料金、生活用品など（物
件費） 121 万円
保険料、交際費など（補助費
など） 83 万円
ローンの返済  85 万円
家の改築、修繕など（普通建
設事業費など） 121 万円
子どもへの仕送りなど（繰
出金、貸付金） 121 万円

合　計  738 万円
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〈歳入予算の用語説明〉
町　　　税… 町民税・固定資産税など皆さんが町に納

める税金
地方交付税… 所得税など国が徴収した税金の中から、

町の財政状況に応じて交付されるお金
国・県支出金… 事業など特定の目的の財源として、国や

県から支出されるお金
町　　　債… 町が事業を行なうときに国や金融機関

などから借り入れるお金
繰　入　金… 一般会計、特別会計、基金の会計間にお

いて移動するお金

歳　　　　　　　　入
町 税 14億 2,598 万 3千円
地 方 交 付 税 22億円
国 ・ 県 支 出 金 9億 9,029 万 3千円
使 用 料 及 び 手 数 料 1億 772 万 5千円
分 担 金 及 び 負 担 金 1億 210 万 2千円
町 債 8億 10万円
繰 入 金 14億 170 万 3千円
そ の 他 3億 4,971 万 5千円

歳　　　　　　　　出
議 会 費 8,950 万 1千円
総 務 費 9億 3,844 万 7千円
総 務 管 理 費 4億 8,935 万円
徴 税 費 9,408 万円
戸籍住民基本台帳費 2,842 万 9千円
選 挙 費 1,711 万 5千円
企 画 費 2億 4,548 万 5千円
統 計 調 査 費 47万 4千円
監 査 委 員 費 42万 5千円
文 化 ホ ー ル 費 6,308 万 9千円

民 生 費 20億 8,362 万円
社 会 福 祉 費 12億 8,285 万 6千円
児 童 福 祉 費 8億 76万 4千円

衛 生 費 5億 9,689 万円
保 健 衛 生 費 3億 2,745 万 4千円
清 掃 費 2億 6,943 万 6千円

労 働 費 800 万円
農林水産業費 2億 4,181 万 6千円
農 業 費 2億 531 万 8千円
林 業 費 1,280 万 7千円
地 籍 調 査 費 2,369 万 1千円

商 工 費 1億 593 万 9千円
土 木 費 13億 9,546 万 6千円
土 木 管 理 費 4,010 万 4千円
道 路 橋 梁 費 3億 3,555 万 8千円
河 川 費 734 万 3千円
都 市 計 画 費 4億 6,055 万 8千円
住 宅 費 4,798 万 2千円
東 部 開 発 費 5億 392 万 1千円
消 防 費 3億 124 万 4千円
教 育 費 6億 2,681 万 4千円
教 育 総 務 費 1億 5,410 万 1千円
小 学 校 費 1億 5,776 万 7千円
中 学 校 費 9,927 万円
社 会 教 育 費 6,349 万 7千円
保 健 体 育 費 6,950 万 7千円
学 校 給 食 費 6,564 万 4千円
町 民 会 館 費 1,702 万 8千円

災 害 復 旧 費 2,180 万円
公 債 費 8億 5,234 万円
諸 支 出 金 1億 874 万 4千円
公 営 企 業 費 847 万 4千円
基 金 費 1億 27万円

予 備 費 700 万円
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一般会計　おもな歳出内容
■　総務費・消防費　■

峡南広域行政組合に関する費用  3 億 4,866 万 5千円
議会・総務費  1,370 万 7千円
計算センター  3,719 万 1千円
広域ネット  716 万 6千円
電算システム  2,228 万 1千円
老人ホーム（民生費） 1,087 万 3千円
障害程度区分認定（民生費） 130万7千円
消防費  2 億 5,614 万円

通学路路肩カラー化工事  210 万円
コンビニ交付・広域交付システム負担金  455 万 3千円
デマンドバス・代替バスなど生活推進費  6,301 万 9千円
地域活性化プロジェクトなど  80 万 5千円
文化ホール運営費  1,849 万円
消防団運営費など非常備消防費  2,235 万 4千円
防災行政無線保守業務  613 万 5千円

■　衛　生　費　■
峡南北部二病院統合負担金  775 万円
子宮頸がんワクチンなど予防接種  5,481 万円
特定健康診査など健康診査業務  4,950 万円
妊婦・乳幼児健康診査など  966 万 4千円
リサイクルステーション設置事業  686 万 1千円
一般廃棄物収集業務など  7,902 万 2千円
中巨摩地区広域事務組合負担金  1 億 87 万 3千円
三郡衛生組合負担金  7,591 万 3千円

■　農林水産業費・商工費　■
新規就農総合支援事業  300 万円
中山間地域総合整備事業  3,314 万円
農地環境整備事業  915 万 5千円
活性化施設費  4,948 万 5千円
林道北山線舗装工事  170 万円
登山道整備業務  450 万円
桜回廊植樹工事  270 万円
ふるさと自然塾事業  624 万 5千円

■　土　木　費　■
金手小林 2号線など道路改良舗装費  1 億 4,090 万 9千円
青柳長沢線など道整備交付金事業  1 億 4,498 万 8千円
都市計画マスタープラン作成・都市計画基礎調査業
務  845 万 8千円
下水道事業特別会計繰出金  3 億 9,286 万 3千円
住宅管理費  4,798 万 2千円
河岸跡公園詳細設計業務  1,030 万円
道の駅建設工事監理業務  1,085 万円
道の駅建設工事  4 億 4,743 万 3千円

■　民　生　費　■
養護老人ホーム入所措置費  3,400 万円
中等度難聴児補聴器購入補助  36 万 6千円
子ども医療費  5,760 万円
児童手当  2 億 4,780 万円
保育所総務費  3 億 4,305 万 5千円
第 2保育所プール塗装工事  110 万円
児童館管理費  2,526 万 2千円

■　教　育　費　■
鰍沢中学校太陽光発電設備設計業務  107 万 5千円
増穂小学校給食室耐震診断業務  360 万円
鰍沢小中学校プール設計業務  539 万 7千円
南小学校校舎外壁塗装工事  129 万 1千円
増穂中学校理科室改修工事  675 万 3千円
町内小中学校給食費  6,564 万 4千円

◀
鰍
沢
口
駅
ま
で
路
線
延
長
す
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス◀

殿
原
公
園
の
桜

◀
建
設
中
の
「
道
の
駅　

富
士
川
」

◀
増
小
給
食
室
耐
震
工
事
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一
部
事
務
組
合
設
置

　
山
梨
県
知
事
よ
り
、
設
置
の
許
可

が
な
さ
れ
た
、
峡
南
北
部
二
病
院
統

合
事
務
組
合
が
、
富
士
川
町
と
市
川

三
郷
町
に
お
い
て
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
組
合
の
管
理
者
に
は
久
保
市
川

三
郷
町
長
、
副
管
理
者
に
は
志
村
富

士
川
町
長
が
選
任
さ
れ
、
管
理
者
よ

り
事
務
局
職
員
へ
辞
令
が
交
付
さ
れ

ま
し
た
。
事
務
局
職
員
は
、
富
士
川

町
か
ら
3
名
、
市
川
三
郷
町
か
ら
3

名
の
計
6
名
で
構
成
さ
れ
、
事
務
所

は
、
市
川
三
郷
町
役
場
2
階
に
設
置

し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
両
町
議
会
議
員
の
う
ち
か

ら
そ
れ
ぞ
れ
5
名
の
計
10
名
か
ら
な

る
組
合
議
会
も
発
足
さ
れ
、
平
成

26
年
4
月
1
日
の
【
峡
南
医
療
セ
ン

タ
ー
】
開
設
に
向
け
て
、
本
格
的
な

準
備
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

第
5
回
協
議
会
開
催

●
管
理
運
営
計
画
に
つ
い
て

　
統
合
病
院
の
本
部
組
織
、
統
合
病

院
の
組
織
イ
メ
ー
ジ
、
統
合
病
院
の

外
部
委
員
会
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
部
の
組
織・機
能
に
つ
い
て
は
、

統
合
病
院
全
体
と
し
て
経
営
戦
略
に

基
づ
く
資
源
配
分
を
行
っ
て
い
く
必

要
が
あ
る
も
の
、
お
よ
び
機
能
を
集

約
す
る
こ
と
で
そ
の
有
効
性
が
高
ま

る
も
の
に
つ
い
て
、
そ
の
業
務
を
本

部
の
組
織
が
担
っ
て
い
く
こ
と
と
し

ま
し
た
。

　
統
合
病
院
の
外
部
委
員
会
に
つ
い

て
は
、
企
業
統
治
の
二
重
構
造
を
避

け
る
た
め
や
、
議
会
と
の
機
能
重
複

を
避
け
る
た
め
、
※
評
議
員
会
タ
イ

プ
が
最
も
適
し
て
い
る
と
結
論
づ
け

い
た
し
ま
し
た
。

※
評
議
員
会
と
は

　

 

病
院
運
営
に
関
す
る
識
見
者
数
名

で
構
成
し
、
統
合
病
院
の
運
営
に

つ
い
て
評
価
及
び
助
言
を
行
う
。

●
人
事
管
理
計
画
に
つ
い
て

　

定
数
の
設
定
方
針
が
提
案
さ
れ
、

次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

・
統
合
病
院
と
し
て
目
標
と
す
る
診

療
機
能
や
管
理
機
能
を
満
た
す
た
め

に
必
要
な
定
数
を
設
定
す
る
。

・
統
合
病
院
と
し
て
目
標
と
す
る
施

設
基
準
（
病
棟
の
看
護
配
置
基
準
な

ど
）
を
満
た
す
た
め
に
必
要
な
定
数

を
設
定
す
る
。

・
統
合
病
院
と
し
て
黒
字
化
を
達
成

し
長
期
的
に
安
定
性
の
あ
る
経
営
を

行
う
た
め
、
両
病
院
・
両
老
健
を
含

む
統
合
病
院
全
体
に
関
し
て
、部
門・

業
務
の
集
約
、
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
・

兼
務
、
施
設
間
の
異
動
・
町
と
の
人

事
交
流
と
い
っ
た
効
率
的
な
人
員
配

置
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
た
上

で
、
過
剰
な
定
数
は
設
定
し
な
い
。

● 

財
務
会
計
計
画・移
行
実
務
計
画・

基
本
計
画
の
と
り
ま
と
め
に
つ
い

て
　
財
務
会
計
計
画
で
は
、
統
合
病
院

開
院
時
の
貸
借
対
照
表
（
想
定
）
が

示
め
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
移
行
実

務
計
画
で
は
、
平
成
25
年
度
の
組
合

の
取
組
項
目
が
示
さ
れ
、
統
合
病
院

の
経
営
計
画
の
策
定
、
人
員
配
置
、

施
設
整
備
な
ど
開
院
に
向
け
た
準
備

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　
最
後
に
基
本
計
画
の
骨
子
が
示
さ

れ
、
こ
れ
ま
で
、
協
議
会
に
お
い
て

協
議
し
た
内
容
が
骨
子
と
し
て
取
り

ま
と
め
ら
れ
、
最
終
の
基
本
計
画
の

取
り
ま
と
め
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会

長
一
任
と
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　
4
月
1
日
か
ら
、
鰍
沢
病
院
と
市

川
三
郷
町
立
病
院
間
で
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
の
運
行
を
開
始
し
ま
し
た
。

　
2
病
院
を
利
用
す
る
方
で
あ
れ
ば

ど
な
た
で
も
乗
車
す
る
こ
と
が
で

き
、
料
金
は
無
料
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。

　
時
刻
表
な
ど
の
詳
し
い
内
容
に
つ

き
ま
し
て
は
、
広
報
誌
と
い
っ
し
ょ

に
配
布
さ
れ
ま
し
た
チ
ラ
シ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

今
後
の
予
定
に
つ
い
て

　
協
議
会
は
、
第
五
回
協
議
会
を
も

ち
ま
し
て
、
一
区
切
り
つ
き
ま
し
た

の
で
、
今
後
は
、
四
半
期
に
一
度
程

度
の
開
催
と
な
り
ま
す
。
開
催
の
際

に
は
、
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報

誌
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

4
月
1
日
、【
峡
南
医
療
セ
ン
タ
ー
】
開
設
に
向
け
た
、
準
備
の
た

め
の
一
部
事
務
組
合
を
富
士
川
町
と
市
川
三
郷
町
で
設
置
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
3
月
28
日
、
第
五
回
協
議
会
を
開
催
し
、
基
本
計
画
の
骨

子
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

峡
南
北
部
二
病
院
統
合
事
務
組
合
を
設
置

▲辞令交付式の様子（ 4月 1日）

◆
問
い
合
わ
せ
先

　

 

峡
南
北
部
二
病
院
統
合
事
務
組

合
事
務
局

　
☎
0
5
5
│
2
9
8
│
6
2
9
0

2
病
院
間
シ
ャ
ト
ル

バ
ス
運
行
を
開
始
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4
月
7
日
、
町
民
体
育
館
に
お
い

て
、
富
士
川
町
消
防
団
入
退
団
式
が

行
わ
れ
、
団
長
訓
示
、
町
長
告
示
、

団
員
任
命
な
ど
厳
粛
に
行
わ
れ
ま
し

た
。

（
退
団
者
、
入
団
者
及
び
新
役
員
は

次
の
と
お
り
で
す
。
敬
称
略
・
カ
ッ

コ
内
は
分
団
名
）

◆
退
団
者

《
分
団
長
》
杉
田　

進
（
1
）
小
澤

裕
一
（
2
）
丸
山
英
貴
（
3
）
石
井 

潤
（
4
）
深
沢
浩
士
（
6
）
望
月
欣

也
（
8
）

《
副
分
団
長
》
河
西
裕
樹
（
1
）

《
部
長
》
神
田　

実
（
2
）
仙
洞
田

光
彦
（
3
）

《
班
長
》
山
本
和
彦
（
2
）

《
団
員
》
菊
地
規
之
（
1
）
矢
崎
圭

司
（
1
）
志
村
博
之
（
2
）
高
田
修

一
（
4
）
杉
本
裕
二
（
4
）
深
沢
浩

一
（
5
）
工
藤
一
弘
（
5
）
細
川
勝

富
（
6
）
渡
辺
和
樹
（
7
）
高
橋
幸

宏
（
7
）

◆
入
団
者

《
団
員
》
依
田　

諭
（
1
）
志
村 

斐
（
1
）
樋
口
竜
一
（
1
）
遠
藤
優

太
（
2
）
秋
山　
亮
（
2
）
小
野
友

寛
（
2
）
池
岡
幸
夫
（
3
）
井
上 

良
（
3
）
手
塚
裕
之
（
4
）
深
澤
直

紀
（
4
）
井
上
裕
矢
（
4
）
宇
田
川

貴
之
（
5
）
秋
山
祐
紀
（
5
）
井
上

竜
一
（
6
）
山
田
一
仁
（
7
）
鶴
田

賢
人
（
7
）
米
山　
卓
（
7
）

◆
新
役
員

《
分
団
長
》
大
熊
清
裕
（
1
）
志
村

春
樹
（
2
）
野
中
洋
一
（
3
）
杉
田

光
司
（
4
）
深
沢
郁
夫
（
5
）
河
澄 

弘
（
6
）
大
森
裕
之
（
7
）
保
坂
達

哉
（
8
）

《
ラ
ッ
パ
隊
長
》
井
上　
明
（
4
）

《
副
分
団
長
》
杉
田
成
司
（
1
）
井

上
倫
範
（
2
）
塩
澤
輝
幸
（
3
）
一

之
瀬
英
志
（
4
）
神
田
高
仁
（
5
）

深
澤
悦
明
（
6
）
渡
邉
広
司
（
7
）

石
坂
正
臣
（
8
）

《
部
長
》
遠
藤
健
司
（
1
）
秋
山
博

之
（
1
）
初
鹿
隼
人
（
2
）
甘
利
正

樹
（
3
）
土
橋　
学
（
4
）
井
上
勝

彦
（
6
）
高
橋
与
樹
（
7
）
芦
澤
稔

也
（
7
）
石
坂
裕
樹
（
8
）
望
月
勇

太
（
9
）

《
班
長
》
志
村　

元
（
1
）
名
執
雅

之
（
1
）
樋
口
正
紀
（
2
）
加
賀
美

渓
（
2
）
神
田
明
彦
（
2
）
清
水 

武
（
3
）
金
丸
正
樹
（
3
）
志
村
祐

一
（
3
）
石
川
一
也
（
4
）
大
森
夏

樹
（
5
）
山
田
昌
志
（
6
）
中
込
正

行
（
7
）
森
田
武
彦
（
7
）
保
坂 

佐
（
8
）
樋
口
将
太
（
9
）

《
機
械
係
》
神
田
和
久
（
1
）
谷 

浩
貴
（
1
）
井
上　
卓
（
2
）
小
澤 

翔
（
2
）
秋
山
雄
太
（
2
）
秋
山
利

也
（
3
）
井
上
雄
也
（
4
）
深
沢
大

輔
（
4
）
井
上
文
広
（
6
）
市
川 

良
（
7
）
中
沢
良
太
（
7
）
石
川
智

康
（
7
）
伊
藤　
誠
（
7
）
今
村
浩

一
（
7
）
佐
藤　
将
（
7
）

《
ラ
ッ
パ
隊
》
井
上
洋
一
（
1
）
芦

澤
洋
平
（
1
）
遠
藤
優
太
（
2
）
秋

山　
亮
（
2
）
井
上　
良
（
3
）
秋

山　
塁
（
7
）

平
成
25
年
第
1
回
町
議
会
定
例
会
同

意◆
公
平
委
員
会
委
員
の
選
任
に
つ
い

て
　
長
澤
良
子
氏
（
天
神
中
条
）
を
再

任
す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

◆
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

の
選
任
に
つ
い
て

　

依
田
章
氏
（
鰍
沢
北
）、
芦
澤
勲

氏
（
最
勝
寺
）
を
再
任
す
る
こ
と
が

同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
名
執
正
樹
氏
（
天
神
中
条
）
の
今

任
期
で
の
退
任
に
伴
い
、
神
田
正
治

氏
（
𣇃
米
）
の
選
任
が
同
意
さ
れ
ま

し
た
。

◆
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い

て
　
深
澤
健
夫
氏
（
青
柳
町
）
を
再
任

す
る
こ
と
が
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
25
年
度
、
区
長
・
区
長
代
理

が
決
ま
り
ま
し
た
。
地
域
の
代
表

と
し
て
1
年
間
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま

す
。

 

（
敬
称
略
）

◆
区
長

㓛
刀
喜
弘
（
最
勝
寺
）、
㓛
刀
千
秋

（
天
神
中
条
）、杉
田
和
孝（
大
久
保
）、

神
田
正
治
（
𣇃
米
）、初
鹿
義
彦
（
小

林
）、
折
居
和
雄
（
長
澤
）、
市
川
利

雄
（
大
椚
）、笹
本　
正
（
青
柳
町
）、

大
森
一
仁
（
平
林
）、小
池
太
一
（
小

室
）、
仙
洞
田
清
司
（
高
下
）、
堀
口

利
雄
（
鰍
沢
北
）、
中
澤
良
文
（
鰍

沢
中
）、
河
西　
力
（
鰍
沢
南
）、
保

坂
茂
明（
中
部
）、望
月
政
幸（
五
開
）

◆
区
長
代
理

望
月
恭
次
（
最
勝
寺
）、
長
澤
正
人

（
天
神
中
条
）、望
月　
博（
大
久
保
）、

深
澤　
孝
（
𣇃
米
）、小
野
賢
一
（
小

林
）、
小
池　

茂
（
長
澤
）、
井
上 

明
（
大
椚
）、渡
辺　
豊
（
青
柳
町
）、

深
沢　
茂
（
平
林
）、山
上　
豊
（
小

室
）、
大
森
昭
雄
（
高
下
）、
佐
野 

昭（
鰍
沢
北
）、雨
宮
俊
夫（
鰍
沢
中
）、

伊
藤
政
仁（
鰍
沢
南
）、保
坂　
満（
中

部
）、
時
田
崇
行
（
五
開
）

行
政
相
談
員

　
総
務
大
臣
か
ら
次
の
方
々
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
平
成
25
年
4

月
1
日
か
ら
平
成
27
年
3
月
31
日
ま

で
で
す
。

▼
㓛
刀
千
秋
氏
（
天
神
中
条
）

▼
依
田
美
代
氏
（
鰍
沢
北
）

人

事

人

事

区
長
・
区
長

代
理
紹
介

区
長
・
区
長

代
理
紹
介

消
防
団
入
退
団
式

▲新入団員による宣誓

▲退団される団員による謝辞
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4
月
1
日
付
け
で
町
職
員
の
人
事

異
動
を
行
い
ま
し
た
。

　
組
織
の
う
ち
、
防
災
体
制
の
強
化

を
図
る
た
め
、
安
全
安
心
推
進
室
を

「
防
災
課
」
へ
昇
格
さ
せ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
民
文
化
祭
推
進
室
と
地

域
交
流
室
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　
（
カ
ッ
コ
内
は
旧
任
）

◎
昇
任
・
配
置
換
え
及
び
採
用

【
総
務
課
】

▼
総
務
課
長
（
企
画
課
長
）
鮫
田
和

博
▼
契
約
担
当
リ
ー
ダ
ー（
財
政
課
）

保
坂
美
智
子
▼
総
務
人
事
担
当
（
税

務
課
）
石
部
大
雅
▼
契
約
担
当
（
採

用
）
折
居
恵

【
総
務
課
付
け
】

▼
特
命
参
事・新
法
人
（
総
務
課
長
）

志
村
廣
文
▼
特
命
参
事
・
観
光
物
産

協
会
（
議
会
事
務
局
長
）
矢
﨑
仁
▼

県
市
町
村
課
派
遣
（
財
政
課
）
秋
山

博
之
▼
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
（
上
下
水
道
課
）
中
込
厚
司

【
政
策
補
佐
】

▼
佐
藤
洋
子
（
企
画
課
）
▼
志
村
正

史
（
企
画
課
）
▼
秋
山
忠
（
企
画
課
）

▼
深
澤
千
秋
（
財
政
課
）

【
企
画
課
】

▼
企
画
課
長
兼
リ
ニ
ア
対
策
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
教
育
総
務
課
長
）
川
手

貞
良
▼
企
画
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
企
画

課
）
長
田
博
幸
▼
企
画
担
当
（
企
画

課
）
石
坂
裕
樹
▼
企
画
担
当
（
企
画

課
）
井
上
直
子
▼
企
画
担
当
（
総
務

課
）三
好
健
▼
リ
ニ
ア
対
策
担
当（
建

設
課
）
依
田
哲
哉

【
財
政
課
】

▼
財
政
課
長
兼
財
政
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
財
政
課
長
）
田
辺
明
弘
▼
財

産
管
理
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
子
育
て
支

援
課
）
渡
辺
成
昭
▼
財
産
管
理
担
当

（
市
町
村
課
派
遣
）
橋
本
秀
平

【
税
務
課
】

▼
税
務
課
長
（
収
納
室
長
）
磯
野
英

秋
▼
収
納
室
長
（
町
民
生
活
課
）
望

月
学
▼
住
民
税
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
派
遣
）
大

久
保
公
生
▼
収
納
担
当
（
福
祉
保
健

課
）
井
上
直
人
▼
資
産
税
担
当
（
採

用
）
保
坂
沙
紀

【
防
災
課
】

▼
防
災
課
長（
安
全
安
心
推
進
室
長
）

大
森
博
之
▼
防
災
担
当
リ
ー
ダ
ー

（
総
務
課
）
小
林
喜
文
▼
防
災
担
当

（
総
務
課
）
長
澤
俊
一
▼
交
通
担
当

（
総
務
課
）
野
田
節
美
▼
防
災
担
当

（
採
用
）
望
月
勇
太
郎

【
町
民
生
活
課
】

▼
町
民
生
活
課
長（
地
域
交
流
室
長
）

依
田
一
利
▼
生
活
環
境
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
議
会
事
務
局
）
原
田
和
佳
▼

戸
籍
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
建
設
課
）
齋

藤
栄
治
▼
戸
籍
担
当（
福
祉
保
健
課
）

秋
山
麻
衣
子
▼
保
険
年
金
担
当
（
会

計
課
）
深
澤
五
月
▼
生
活
推
進
担
当

（
農
林
振
興
課
）
大
森
充
▼
生
活
推

進
担
当
（
採
用
）
深
沢
和
樹
▼
保
険

年
金
担
当
（
採
用
）
鶴
田
賢
人
▼
生

活
環
境
担
当
（
採
用
）
荒
居
祥
太

【
福
祉
保
健
課
】

▼
福
祉
保
健
課
長
（
税
務
課
長
）
笠

井
千
尋
▼
健
康
増
進
担
当
（
町
民
生

活
課
）
名
取
史
子
▼
介
護
保
険
担
当

（
町
民
生
活
課
）
齊
藤
美
菜
子
▼
障

害
福
祉
担
当
（
町
民
生
活
課
）
大
柴

美
佳
▼
健
康
増
進
担
当
（
子
育
て
支

援
課
）
笠
井
美
紀
▼
健
康
増
進
担
当

（
福
祉
保
健
課
）
丸
山
香
澄

【
福
祉
保
健
課
付
け
】
◆
併
任

▼
新
病
院
設
置
担
当
・
峡
南
北
部
二

病
院
統
合
事
務
組
合

▼
大
森
剛
（
企
画
課
）
▼
望
月
博
仁

（
福
祉
保
健
課
）
▼
堀
口
昭
義
（
企

画
課
）

【
子
育
て
支
援
課
】

▼
児
童
保
育
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
農
林

振
興
課
）
依
田
克
彦
▼
母
子
保
健
担

当
（
福
祉
保
健
課
）
横
内
幸
子

▼
課
長
・
北
部
保
育
所
長
（
南
部
保

育
所
長
）
望
月
ひ
と
み
▼
南
部
保
育

所
長
（
北
部
保
育
所
長
）
大
堀
ゆ
か

り
▼
南
部
保
育
所
長
補
佐
（
南
部
保

育
所
）
中
込
優
美
子

◇
第
一
保
育
所
▼
依
田
美
穂
子
（
第

四
）
▼
深
澤
千
栄
（
第
五
）
▼
遠
藤

愛
（
第
五
）

◇
第
三
保
育
所
▼
清
水
桂
子（
第
二
）

◇
第
四
保
育
所
▼
森
本
有
生（
第
一
）

◇
第
五
保
育
所
▼
金
丸
由
美
子
（
第

一
）
▼
志
村
美
穂
（
第
一
）

◇
小
室
山
保
育
所
▼
長
田
美
保
子

（
第
三
）

【
農
林
振
興
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
地
籍
調
査
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
生
涯
学
習
課
）
河
原
恵

一
▼
農
林
振
興
担
当（
町
民
生
活
課
）

山
下
慎
介
▼
農
林
土
木
担
当
（
町
民

生
活
課
）
角
倉
亮
治

【
建
設
課
】

▼
課
長・ま
ち
づ
く
り
推
進
室
長（
ま

ち
づ
く
り
推
進
室
長
）
内
田
一
志

▼
ま
ち
づ
く
り
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
上

下
水
道
課
）
井
上
勝
彦
▼
住
宅
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
商
工
観
光
課
）
海
野
公

哉
▼
土
木
担
当
（
建
設
課
）
一
之
瀬

英
志
▼
土
木
担
当
（
建
設
課
）
笹
本

聖
▼
都
市
計
画
担
当
（
建
設
課
）
小

林
一
貴
▼
ま
ち
づ
く
り
担
当
（
農
林

振
興
課
）
齊
藤
義
慧
▼
ま
ち
づ
く
り

担
当
（
町
民
生
活
課
）
樋
口
将
太

【
商
工
観
光
課
】

▼
商
工
観
光
課
長（
町
民
生
活
課
長
）

依
田
正
一
▼
課
長
補
佐
兼
観
光
振
興

担
当
リ
ー
ダ
ー
（
企
画
課
）
依
田
正

紀【上
下
水
道
課
】

▼
課
長
補
佐
兼
上
水
道
担
当
リ
ー

ダ
ー
（
建
設
課
）
中
込
浩
司
▼
下
水

道
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
上
下
水
道
課
）

長
澤
康
▼
簡
易
水
道
担
当
（
採
用
）

嶋
田
祐
也

【
会
計
課
】

▼
会
計
担
当
（
福
祉
保
健
課
）
根
岸

亮
子

【
議
会
事
務
局
】

▼
議
会
事
務
局
長（
商
工
観
光
課
長
）

秋
山
俊
男
▼
庶
務
・
議
事
調
査
担
当

リ
ー
ダ
ー
（
町
民
生
活
課
）
野
中
充

香【
教
育
総
務
課
】

▼
教
育
総
務
課
長
（
国
民
文
化
祭
推

進
室
長
）
野
中
正
人
▼
総
務
学
校
担

当
（
採
用
）
大
野
萌

【
生
涯
学
習
課
】

▼
課
長
・
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
事
務

局
長
（
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル
事
務
局

長
）
永
安
健
亮
▼
課
長
補
佐
兼
社
会

体
育
担
当
リ
ー
ダ
ー
（
税
務
課
）
遠

藤
悦
美
▼
課
長
補
佐
兼
国
民
文
化
祭

推
進
担
当
（
国
民
文
化
祭
推
進
室
）

樋
口
一
也

◎
退
職
（
3
月
31
日
付
）

▼
深
沢
茂
樹
（
福
祉
保
健
課
長
）
▼

佐
野
令
子
（
増
穂
中
司
書
）
▼
山
形

知
子
（
増
穂
小
調
理
員
）
▼
井
上
範

子
（
増
穂
南
小
調
理
員
）
▼
萱
沼
み

ぎ
わ
（
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

庁
内
人
事

庁
内
人
事
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ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府 

3
対
1 

で

柏
レ
イ
ソ
ル
に
み
ご
と
勝
利
‼

花
満
開
！

大
法
師
さ
く
ら
祭
り
開
催

がんばれ！ヴァンフォーレ甲府
　　富士川町サンクスデー

　4月13日（土）、サッカーJ1・ヴァンフォーレ甲府　対　柏レイソル戦が山梨中
銀スタジアム（甲府市小瀬）において「ホームタウン富士川町サンクスデー」として
開催されました。当日は「エスコートキッズ」「ボールボーイ」「エコフラッグキッズ」
「キッズチャレンジマッチ」「フェアプレイフラッグ」を町内サッカースポーツ少年団
が立派に務め、伝統芸能披露では「よさこい鰍沢連」がスタジアムを大いに盛り上げ
ました。
　また、スタジアムの外では県立増穂商業高校が「いきいきショップ増商」を開き、
高校生が考案した「くまフラくん（ラ・フランスのパン）」などを販売しました。

ふじかわ
掲示板

　
3
月
27
日
〜
4
月
7
日
、
恒
例
の
大
法
師
さ
く
ら
祭
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
桜
の
開
花
が
例
年
よ
り
約
10
日
早
く
、
初

日
か
ら
ほ
ぼ
満
開
の
状
態
で
ス
タ
ー
ト
し
、
会
場
は
多
く
の
人

で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
3
月
31
日
の
「
甲
州
戦
記
サ
ク
ラ
イ
ザ
ー

シ
ョ
ー
」
を
皮
切
り
に
、
甲
州
Y
O
S
A
K
O
I
凛
舞
増
穂
・
よ

さ
こ
い
鰍
沢
連
の
よ
さ
こ
い
踊
り
や
鰍
沢
ば
や
し
保
存
会
・
ま
ほ

ら
の
郷
鷹
座
巣
小
林
八
幡
太
鼓
の
和
太
鼓
演
奏
な
ど
の
ス
テ
ー
ジ

が
行
わ
れ
、
司
会
の
山
梨
県
住
み
ま
す
芸
人
の
「
ぴ
っ
か
り
高
木

と
い
し
い
そ
う
た
ろ
う
」
が
会
場
を
大
い
に
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府 

3
対
1 

で

柏
レ
イ
ソ
ル
に
み
ご
と
勝
利
‼
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住民基本台帳カード の無料交付が

平成 26 年 3 月 31 日まで延長となりました！
　住民基本台帳カード（住基カード）は平成26年3月31日までの間、手数料（500円）を無料で発行
します。住基カードは、コンビニで「住民票の写し」や「印鑑登録証明書」の交付サービスを利用する際
に必要となる、便利なカードです。ぜひこの機会にご利用ください。

4 月 24 日から
全国のローソンでコンビニ交付開始

　今まで住民票の写しや印鑑登録証明書のコンビニ交付サービスは全国のセブンイレブンのみでしたが、
4月24日から、全国のローソンでも取得できるようになりました。コンビニでの交付は、役場窓口より
も手数料が安く（1通200円）、取得できる時間帯も長いので（6：30～23：00）とても便利です。
　まだ住基カードをお持ちでない方、住基カードをすでにお持ちでコンビニサービスの利用登録をしてい
ない方は、町民生活課戸籍担当窓口で登録手続きを行ってください。

◆問い合わせ先　町民生活課戸籍担当　☎22－7208

［3月分］　

工　　　　事　　　　名 工事場所 請負金額（円）
（消費税抜き） 落 札 業 者

鰍沢汚水技線 33－24－6 号管布設工事 最 勝 寺 23,000,000 山 梨 ガ ー デ ン ㈱

青柳汚水技線 32－2－24－7 号管布設工事 最勝寺・天神中条 23,000,000 神 田 建 設 ㈱

長沢汚水技線 31－2－24－8 号管布設工事 天神中条・大久保 13,130,000 源 工 業 ㈱

入 札 結 果 を 報 告 し ま す

　

町
で
は
、
地
球
環
境
に
や
さ
し
い
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
導
入
を
積
極
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
住
宅

用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置
さ
れ
る
方
に
対

し
、
設
置
費
の
一
部
を
補
助
い
た
し
ま
す
。

〇
補
助
対
象
者

　

 

自
ら
が
居
住
す
る
ま
た
は
居
住
し
よ
う
と
す
る

町
内
の
住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
設
置

す
る
者
又
は
、
町
内
に
建
築
さ
れ
た
シ
ス
テ
ム

つ
き
の
住
宅
を
購
入
し
た
者
で
、
電
力
会
社
と

電
灯
契
約
を
締
結
さ
れ
る
方

〇
補
助
金
の
額

　

 

シ
ス
テ
ム
1
k
W
当
た
り
2
5
，0
0
0
円（
上

限
：
町
内
在
住
の
方
7
0
，0
0
0
円
・
町
外

か
ら
の
転
入
の
場
合
1
5
0
，0
0
0
円
）

〇
申
請
方
法

　

 

補
助
金
交
付
申
請
書
に
記
入
の
う
え
、
必
要
書

類
を
添
付
し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

＊
シ
ス
テ
ム
設
置
工
事
開
始
前
に
必
ず
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

※ 
富
士
川
町
太
陽
熱
温
水
器
設
置
等
設
置
費
補
助

金
制
度
は
、
平
成
24
年
度
を
も
ち
ま
し
て
廃
止

と
な
り
ま
し
た
。

◇
問
い
合
わ
せ
先

　
町
民
生
活
課
生
活
環
境
担
当

　
☎
22
│
7
2
0
9

さらに便利に！

住
宅
用
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム

設
置
費
補
助
制
度
の
ご
案
内
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～救える命を救うために～

AEDを貸し出します
　AED（自動体外式除細動器）は、「突然心臓
が止まって倒れてしまった人」の心臓のリズム
を、心臓に電気ショックを与えることにより再
び正しいリズムに戻し、蘇生するための治療機
器です。
　日本では心臓の発作により突然倒れてなくな
る方が1年間に約3万人いるといわれていま
す。
　現在、役場や学校など大勢の人が集まる町の
施設内にはAEDが設置されていますが、休日
や夜間は施設が閉まっておりほとんどが使用で
きません。
　このため、町民の皆さまが休日や夜間にイベ
ントや競技会などを行う際に、無料で貸し出す
ことのできるAEDを用意しましたのでご利用
ください。
　ご利用をご希望の方は、事前に防災課にご相
談ください。

◆問い合わせ先　防災課　☎22－7218

ますほ児童センターまつり
　＆リサイクルマーケット

◇日　時 5月18日（土）
 午前10時半～午後2時
◇場　所 ますほ児童センター（雨天決行）
◇内　容 ゲーム・食べ物・工作コーナーなど
 楽しい催しが盛りだくさんです！
◇参加料 チケット代　1人200円

※両児童センターで5/10（金）まで販売
しています。

～リサイクルマーケットを同時開催します！～

　ただいま出店者を募集しています。対象となる品物
は子育て用品や子ども用品で、出店費用はかかりませ
ん。出店希望者事前に下記までお申込みください。

◇問い合わせ先
　ますほ児童センター　☎22－4834

古文書に親しむ会
●講　師 望月武美先生
●会　場 富士川町教育文化会館
●受講料 無料
●持ち物  筆記用具（学習資料は主催者で用意

します）※飲み物は各自持参してく
ださい。

テーマは「古文書に親しむ」です。

●開講日 1回目　5月17日（金）
 　午後1時半～4時
 2回目　6月21日（金）
●申込み  教育委員会社会教育担当あてに、直

接または電話でお申し込みくださ
い。

 1回の受講も歓迎します。

◆教育委員会生涯学習課社会教育担当　☎22－5361
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●申込み方法 5月24日（金）までに教育委員会へ直接または電話で申し込みください。
●申込み・問い合わせ 富士川町教育委員会（富士川町教育文化会館内）　☎22－5361　FAX 22－5392

写 真 教 室
一眼レフカメラによるネイチャーフォ
トの基本から中級程度の写真撮影の技
術指導と作品の評価と添削を行いま
す。
（デジタル一眼レフ可）
（コンパクトカメラ不可）

日　時・・毎月第 3火曜日（6月より）
 PM 7：30 ～
場　所・・町民会館視聴覚室
 （野外撮影実習あり）
指導者・講師
　　　・・志村暢三（☎ 22－3571）
会　費・・年 4,000 円（テキスト代）

美しい花や風景を
きれいに撮る

テクニック

ペン習字教室
パソコン、メール…速くて便利。でも
年賀状くらいは “書き文字” で気持ち
を伝えたいものです。
“美文字” 始めませんか。

持ち物：小学生用国語帳（10ます）
　　　　ディスクペン

日　時・・毎週水曜日
 PM 8：00 ～（月 4回）
場　所・・町民会館
指導者・・長沢みどり先生
 （☎ 22－0348）
会　費・・月 1,000 円
誌　代・・月 650 円

競書誌「ペンの力」で
　勉強を続けております。

児童文学創作教室
子どもたちのために楽しいお話を作っ
てみませんか。
児童文学教室では、楽しく創作活動を
先生の指導の下に行っています。
定期的に作品集の発刊もしています。
初心者の方も歓迎します。

日　時・・毎月第 3火曜日
 PM 7：30 ～
場　所・・町民会館
責任者・・志村通江（☎ 22－8115）
入会金・・5,000 円
会　費・・月 1,000 円子どもたちに夢を！

ますほ
あやめコーラス

仲間とのふれあいを大事にしながら、
年間3回の発表会に向けて楽しいハー
モニーづくりに励んでいます。
コーラスを楽しみたい方の入部お待ち
しています。

日　時・・毎週木曜日
 夏時期PM 8：00 ～
 冬時期PM 7：30 ～
場　所・・町民会館
指導者・・有泉美宇子先生
責任者・・深沢通子（☎ 22－0306）
会　費・・月 1,500 円

人生にリズムを
　　生活に歌声を

陶 芸 教 室
なぜか愛着がわいてきます。
皆で楽しみましょう。

日　時・・昼の部　PM 1：00 ～
　　　　　　毎月第 1・3水・木曜日
　　　　　夜の部　PM 7：00 ～
　　　　　　毎月第 1・3水曜日

場　所・・町民会館作業室
責任者・・石井七生（☎ 22－2105）
入会金・・3,000 円
会　費・・昼の部　月 3,000 円
 夜の部　月 2,000 円手づくりのカップ

花入れなど　

筝 曲 教 室
初心者歓迎・経験者もどうぞ。
箏は文化協会「絃の会」のものを使い
ます。
箏の爪は各自で用意してください。
楽譜は実費でお願いします。

日　時・・月 2回火曜日
 PM 1：30 ～ 3：30
場　所・・町民会館和室
責任者・・原田真弓（☎ 22－6043）
会　費・・年間　5,000 円

初心者の人も歓迎！
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　ヤギのポコちゃんに赤ちゃ
んが生まれました、すごくか
わいいよ。名前はニコちゃん
とモコちゃん、お母さんの
オッパイを飲んでいるよ。

◇どんなお仕事をしていますか？
　日本自動車連盟（JAF）山梨支部でロードサービス
隊員として、お客様から依頼を受けたバイクや車の救
援作業をしています。

◇富士川町をどう思いますか？
　自然が豊かな町だと思います。四季折々に見せてく
れる景色がすばらしいです。特に平林から眺める富士
山が好きです。

◇富士川町に期待することは？
　お年寄りや子ども達が安心・安全に生活できる町づ
くりと活気がある楽しいイベントもたくさんしてほし
いです。

◇ご趣味は？
　映画鑑賞や友達と車のイベントを見に行くことです。

◇何かアピールしたいことは？
　職業柄、困っている人がいると、つい声をかけてし
まいます。人とのつながりを大切にしていきたいと思
います。

秋山　謙太さん
［23歳・平林地区］

　昨年4月に『瑞宝単光章』を受章された、水晶貴石
彫刻家の米長朝喜さんにお話を伺いました。

■貴石彫刻を始めたキッカケは？
　増穂中学3年生の時に、中学校の体育館で世界でも
高名な水晶貴石彫刻家の詫間正一先生の水晶彫刻の展
覧会が開催されました。その時に中学校の美術部だっ
た自分と双子の兄と一緒に展覧会の手伝いをさせてい
ただきました。そんな縁から、中学校の卒業前に詫間
先生からお声をかけていただき、中学校卒業後に、兄
とともに甲府の詫間先生のところで住み込みで働かせ
ていただきました。先生につきっきりで、朝から晩ま
で修行をさせていただき、先生宅に住み込みで7年、
ボロ電に乗り青柳から甲府まで通いで3年の修行をし
ました。計10年の修行を経て、兄と共に旧増穂町で独
立をしました。

■貴石彫刻で苦労したことは？
　貴石彫刻で扱う材質は大変硬く、一度でも間違って
削ってしまえば元には戻らないので、非常に慎重に作
業を進めなければならず、また、加工するにも長年の
技術がないと自分の思った通りの形にならないので、
貴石彫刻の技術習得には長年の鍛錬が必要になりまし
た。今では、自分が創作したものの作風が皆様に認め
られ、作品に自分の名が表記していなくても「あれは
米長さんの作品だ」と言われるようになりました。
　今から20年前頃から、県内の若手後継者に水晶貴石
彫刻の技術を指導しており、自分は指導する側におり
ますが、若い方たちの感性などは逆に自分にとっても
刺激になり、お互いに勉強し合う関係です。また、自
分の息子も同じ貴石彫刻をしており、今現在、私の師
匠の詫間先生の息子さんの所で働かせていただいてお
りますが、息子には自分が創った作品の感想を聞くよ
うにしております。
　今まで約60年間、水晶貴石彫刻家として働いてきた
ことを認めていただき「日本の伝統工芸士」や「やま
なしの名工」、昨年には「瑞宝単光章」までいただけた
ことは、大変光栄なことだと思い日々感謝しています。

米長　朝喜さん（天神中条）
　～硬い貴石から柔らかく

温かいモノを創りたい～　

穴水　弦
げん

輝
き

くん
5歳（長沢）
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【スポーツ少年団入団式】
　4月6日（土）富士川町民体育館で富士川町スポー
ツ少年団入団式が行われ、261名が入団しました。
　入団者を代表してミニバスケットボールスポー
ツ少年団の平嶋悠人くんと今村美玲さんが元気よ
く宣誓をしました。

　富士川町スポーツ少年団は、各競技の15団体が
活動しています。入団は随時受付をしていますので、
教育委員会まで申込みをお願いします。

◆教育委員会　☎22－5361

【
短　

歌
】

風
荒
い
岬
の
下
の
集
落
は
屋
根
を
寄
せ
合
い
春
待
ち
わ
び
る

 

仙
洞
田
紀
子

雪
と
け
て
わ
が
庭
隅
の
梅
の
木
に
か
す
か
に
白
き
つ
ぼ
み
ふ
く
ら
む

 

大
森
ま
つ
ゑ

三
人
の
お
み
な
が
ゆ
っ
く
り
歩
く
道
た
っ
ぷ
り
時
間
か
け
る
の
も
良
い

 

斉
藤
さ
よ
子

【
俳　

句
】

冗
談
を
言
つ
し
微
笑
む
さ
く
ら
花 

志
村　

政
子

物
忘
れ
殊
に
字
忘
れ
う
ら
ら
け
し 

入
倉
ち
か
を

髭
文
字
碑
立
つ
辻
三
又
鳥
雲
に 

斉
藤　

富
雄

【
川　

柳
】

こ
の
雪
を
採
っ
て
置
き
た
い
来
る
夏
へ 

坂
本　

倉
栄

居
眠
り
も
日
課
と
な
っ
て
は
や
八
十
路 

若
林　

久
子

丸
過
ぎ
る
そ
の
性
格
は
お
人
好
し 

志
村　

隆
子

【ソフトテニススポーツ少年団】
第6回小学生春季チャレンジ研修大会
（3月16日（土）　石和中央コート）

　・低学年女子　友好の部
　　優勝　　植田莉朱・雨宮遥
　・高学年男子　友好の部
　　3位　　小池明郁・清水甲斐

【ゴルフ】
体育協会春季町民ゴルフ大会開催

　【日　　時】6月19日（水）
　　※1組目は8時スタート予定。

各組スタート時間は組合せ決定後にお知ら
せします。

　【場　　所】富士川カントリークラブ
　【参 加 費】2,000円
　【プレー費】5,000円（食事付）

　参加希望の方は、各支部長に申込みをお願いします。

おでかけ特集
『ベストドライブ関東’14』『東北’14』
『るるぶ　東京’14』『ベストドライブ東海・北陸信州 
’14』『北陸おでかけガイド』『るるぶ　清里八ヶ岳蓼科
諏訪’14』『るるぶ　信州’14』『るるぶ　日光那須’14』
『るるぶ　こどもとあそぼ！首都圏’ 13 ～ 14』

※その他揃えましたのでご利用ください。

ミニおはなし会
年間予定表

★毎月第 4土曜日
　午前 10時半～ 11時

（原則）
 4/27（土） 12/21（土）
 5/18（土） クリスマス会
 6/22（土） ～オカリナに
 7/27（土） のって～

 8/24（土） H26
 9/28（土）  1/25（土）
10/26（土）  2/22（土）
11/30（土）  3/22（土）

5 月 18
日（土）

午前10時
半～11時

半

町民会館
1階和室

　

図書館ボ
ランティ

ア　

さわや
かおはなし会

出演：朗
読の会す

ずらん

手遊びや
カエルの

　

　　　　
　おはな

しなど

ゴールデンウィークを
　　楽しもう！
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が策定されました
町民一人ひとりが、食に関する知識や食を選択する力を身に
つけ、食べることの大切さを理解し、健康で豊かな食生活を
育み、誰もが健やかで笑顔あふれるまち「ふじかわ」の実現
を目指します。

◆
食
育
計
画
と
は

　
食
を
め
ぐ
る
環
境
の
変
化
に
伴
う
様
々
な
問

題
に
対
処
し
て
い
く
た
め
、
平
成
17
年
7
月
に

食
育
基
本
法
が
施
行
さ
れ
、
国
で
は
第
2
次
食

育
推
進
基
本
計
画
が
、
山
梨
県
で
は
第
2
次
や

ま
な
し
食
育
推
進
計
画
が
策
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
本
町
に
お
い
て
も
平
成
25
年
3
月
に
「
富
士

川
町
食
育
推
進
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆ 

富
士
川
町
食
育
推
進
計
画
（
素
案
）
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
へ
の
ご
意
見
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
2
月
25
日
か
ら
3
月
8
日
ま
で

の
間
、「
広
報
ふ
じ
か
わ
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

富
士
川
町
役
場
な
ど
に
お
い
て
、
富
士
川
町
食

育
推
進
計
画（
素
案
）へ
の
ご
意
見
を
募
集
し
た

と
こ
ろ
、
2
団
体
4
件
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
計
画
策
定
の
た
め
の
庁
内
検
討
会
に

お
い
て
、ご
意
見
の
反
映
を
行
い
、「
富
士
川
町

食
育
推
進
計
画
」
を
策
定
い
た
し
ま
し
た
。
ご

意
見
を
い
た
だ
き
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
福
祉
保
健
課　
☎
22
│
7
2
0
7

今月は
福祉保健課
健康増進担当です

食をめぐる富士川町の
現状と課題

社会的課題
ライフスタイルの
変化による孤食化
や朝食の欠食傾向
の増加

健康課題
栄養バランスが崩
れ、生活習慣病を引
き起こしやすい健康
状態にある人の増加

安全課題
消費者の食の安全
性に対する関心の
高まりおよび生産
者の意識の高まり

食文化の課題
文化や食事作法など
の継承、伝統料理の
次世代への継承

生産課題
新規就農者の確
保、農業への理解
を深め、特産物を
広める 子どもの

育成課題
家庭での食生活の
乱れによる健康状
態の悪化

環境課題
大量の食生活に関
するごみの排出

・食と健康に関心を持つ
・楽しい食を育む
・地産地消と伝統ある食文化の継承
・食の安全性に対する知識と理解を深める
・環境に配慮した食生活を実践する

基本理念

基本目標

基本理念

基本目標

特
別
版

平成 25. 5 月号　No.38（14）



富士川町食育推進計画
重点的な取り組み

家庭における
食育の推進

（1） 生活リズムの向上
（2） 歯の健康維持
（3） 望ましい食習慣の習得
 　広報ふじかわ「食でめざそう！　家族のえがお」による知識普及啓発
（4） 妊産婦や乳幼児に関する栄養指導　個別栄養相談の実施

地域における
食育の推進

（1） 栄養バランスの優れた「日本型食生活」の普及
（2） 食に関する専門的な知識を有する人材の育成と活用
 　食生活改善推進員による食育活動
（3） 健康づくりにおける食育の推進
 　歯の健康づくり、愛育会による「むし歯のない子」の表彰
（4） 食料の生産現場である農林水産業への理解
（5） 農林水産業者による食育の推進

保育所・幼稚園・学校
における食育の推進

（1） 保育・幼稚園における食育の推進
（2） 学校における食育の推進
 　栄養教諭・学校栄養食育の専門性を生かした指導
（3） 教育活動全般における食育の推進
 　地域や団体、保育所・学校などが連携した食育の推進

地産地消による食育の推進 （1） 地域で生産される地場産品の活用
 　朝市「よりみちマーケット」にて農家による直売、給食に活用

食文化継承への
取り組み

（1） 地域で生まれた伝統的な食文化の継承
 　給食、講習会、イベントを通じて住民が伝統料理にふれる機会の創出
（2） 国際交流による食文化交流
 　国際交流協会によるワールドグルメプラザ

食の安全・安心確保への取り組み （1） 食品の安全性に関する情報提供と知識の習得

環境に配慮した
食生活の推進

（1） 環境を守る意識の普及
 　4Rの推進
（2） 食品廃棄物の排出抑制・減量化
 　リユース食器の推進
（3） 食品廃棄物の再利用
 　食品廃棄物の堆肥化を促進

食育推進運動の推進 （1） 「食育の日」の普及啓発
（2） 「食事バランスガイド」の普及啓発
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共
催
事
業

「
日
本
舞
踊
の
裏
表・舞
踊
会
」

■
5
月
26
日
（
日
）

　
知
っ
て
い
る
よ
う
で
知
ら
な
い
日

本
舞
踊
の
世
界
。
化
粧
・
か
つ
ら
・

衣
装
な
ど
裏
方
の
部
分
ま
で
舞
台
上

で
ご
紹
介
す
る
舞
踊
公
演
で
す
。

◇
開　
演　
午
後
0
時

　
　
　
　
　
開
場
11
時
半

◇ 

入
場
料　
3
，0
0
0
円
（
自
由

席
）

◇
主　
催　
奈
藤
羅
の
会

◇
問
合
せ　
藤
間
繁
素
娥

　
　
　
　
　
☎
22
│
0
0
3
6

春
の
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

■
6
月
2
日
（
日
）
開
催
し
ま
す
！

◇ 

開
催
時
間　
午
前
10
時
〜
午
後
2

時
◇ 

会　
　
場　
ま
す
ほ
文
化
ホ
ー
ル

庭
園

6
月
9
日
（
日
）

ロ
ビ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

「
ス
イ
ー
ツ
・
ク
ラ
シ
ッ
ク
」

■
5
月
1
日
（
水
）
発
売

　
お
い
し
い
ス
イ
ー
ツ
と
す
て
き
な

生
演
奏
〜
ち
ょ
っ
と
リ
ッ
チ
な
気
分

で
お
得
な
ひ
と
と
き
。

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇
入
場
料　
1
，0
0
0
円

　
中
学
生
以
下
5
0
0
円（
自
由
席
）

　
〜
ス
イ
ー
ツ
と
ド
リ
ン
ク
付
き
〜

※ 

幼
児
（
3
歳
以
下
）
の
入
場
は
無

料
で
す
が
ス
イ
ー
ツ
・
ド
リ
ン
ク

は
付
き
ま
せ
ん
。

◇ 

出　
　
演　
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
・
デ

ル
フ
ィ
ー
ネ
（
弦
楽
四
重
奏
）

6
月
30
日
（
日
）

「
加
藤
登
紀
子
コ
ン
サ
ー
ト
・

詩
と
歌
の
世
界
」

■
5
月
25
日
（
土
）
発
売

　
お
ト
キ
さ
ん
登
場
。
富
士
川
町
で

久
し
ぶ
り
の
コ
ン
サ
ー
ト
で
す
。
今

も
変
わ
ら
ぬ
ト
キ
コ
節
は
、
パ
ワ
ー

と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
す
！

◇
開
演
時
間　
午
後
3
時

◇ 

入
場
料

　
 

全
席
指
定
4
，0
0
0
円
（
文
化

ホ
ー
ル
友
の
会
員
3
，8
0
0
円
）

※
未
就
学
児
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

7
月
21
日
（
日
）

社
会
風
刺
コ
ン
ト
集
団

「
ザ
・
ニ
ュ
ー
ス
ペ
ー
パ
ー
」

■
6
月
1
日
（
土
）
発
売

　
世
間
の
ニ
ュ
ー
ス
を
わ
か
り
や
す

く
、
笑
い
で
伝
え
る
コ
ン
ト
集
団
が

富
士
川
町
に
参
上
。
混
迷
す
る
現
在

の
日
本
を
笑
い
で
吹
き
飛
ば
せ
！

◇
開
演
時
間　
午
後
2
時

◇ 

入
場
料

　

 

全
席
指
定
3
，0
0
0
円
（
文
化

ホ
ー
ル
友
の
会
員
2
，8
0
0
円
）

■
映
画
製
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
Ⅱ

　
受
講
者
を
募
集
し
ま
す
！

　
皆
で
楽
し
く
映
画
を
作
ろ
う
！

◇
時　
　
期　
5
月
〜
8
月

　
（
日
程
は
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
）

◇ 

内　
　
容　
シ
ナ
リ
オ
作
成
、
演

技
、
撮
影
、
編
集
、
上
映
会
（
全

10
回
予
定
）

◇ 

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

◇ 

受
講
料　
講
座
1
回
ひ
と
り

5
0
0
円
（
高
校
生
以
下
無
料
・

途
中
か
ら
で
も
参
加
で
き
ま
す
。）

◇ 

指
導
者　
矢
崎
仁
司
（
映
画

監
督
）

■
町
民
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

　
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
！

　
今
年
12
月
1
日
に
開
催
す
る
町
民

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー
の
運
営
を

支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま

す
。

◇
期　
　
間　
6
月
〜
12
月

◇ 

内　
　
容　
運
営
ア
イ
デ
ィ
ア
会

議（
月
1
回
程
度
）、舞
台
づ
く
り
、

当
日
進
行
補
助
等

◇ 

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。

◆
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
文
化
ホ
ー
ル
☎
22
│
8
8
1
1

　
F
A
X
22
│
8
8
1
5

　
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　
bunka@

tow
n.fujikaw

a.lg.jp

イ
ベ
ン
ト
情
報

募
集
情
報

チ
ケ
ッ
ト
情
報

▲ザ・ニュースペーパーのみなさん
▲昨年行われた映画製作ワークショップでの
撮影の様子

富士川町ますほ文化ホール
☎ 22－8811　FAX22－8815
http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp/

ますほ文化ホール通信
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注
意
が
必
要
で
す
！

カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト

　
最
近
は
、
カ
ラ
ー
コ
ン
タ
ク
ト
（
カ

ラ
コ
ン
）
を
お
し
ゃ
れ
の
ア
イ
テ
ム
の

一
つ
と
し
て
使
用
す
る
人
が
多
く
、
雑

貨
屋
さ
ん
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
簡
単

に
手
に
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
で

も
、
そ
の
手
軽
さ
か
ら
説
明
書
を
き
ち

ん
と
読
ま
な
か
っ
た
り
、
間
違
っ
た
ケ

ア
の
方
法
に
よ
り
眼
に
障
害
を
残
し
て

し
ま
う
ケ
ー
ス
も
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ま
ず
、
カ
ラ
コ
ン
の
危
険
性
と
し
て

言
わ
れ
て
い
る
の
は
、
眼
が
酸
欠
状
態

に
な
り
や
す
い
こ
と
。
カ
ラ
コ
ン
は
レ

ン
ズ
の
間
に
色
素
が
挟
ん
で
あ
る
た

め
、
普
通
の
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
よ
り

眼
に
酸
素
が
届
き
に
く
く
、
長
時
間
の

付
け
っ
ぱ
な
し
や
手
入
れ
を
怠
る
こ
と

に
よ
り
眼
へ
負
担
が
か
か
り
ま
す
。
ま

た
、
カ
ラ
コ
ン
に
限
ら
ず
コ
ン
タ
ク
ト

レ
ン
ズ
は
、
驚
く
ほ
ど
汚
れ
る
も
の
で

す
。
脂
質
・
カ
ル
シ
ウ
ム
、
た
ん
ぱ
く

質
、
他
に
も
外
部
か
ら
の
ほ
こ
り
や
ご

み
で
も
汚
れ
ま
す
。
水
分
を
含
む
ソ
フ

ト
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
は
雑
菌
が
つ
く

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　
使
用
す
る
と
き
は
き
ち
ん
と
正
し
い

利
用
方
法
で
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

　
安
全
に
使
用
す
る
た
め
に
は
、

①
使
用
時
間
を
守
る
こ
と
。
説
明
書
等

に
記
載
さ
れ
て
い
る
事
項
を
確
認
し
ま

し
ょ
う
。

②
カ
ラ
コ
ン
の
消
毒
洗
浄
を
き
ち
ん
と

す
る
こ
と
（
水
道
水
は
N
G
）

③
眼
の
ケ
ア
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
。

以
上
を
基
本
的
に
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
。

　
カ
ラ
コ
ン
は
ネ
ッ
ト
な
ど
で
簡
単
に

購
入
で
き
る
た
め
、
眼
科
で
の
検
診
を

し
て
い
な
い
人
も
多
い
と
思
い
ま
す

が
、
直
接
眼
に
入
れ
る
も
の
で
す
か
ら

定
期
的
に
眼
科
で
の
検
査
を
す
る
と
安

心
で
す
ね
。
き
ち
ん
と
し
た
利
用
方
法

を
守
れ
ば
、
眼
の
ト
ラ
ブ
ル
を
防
げ
ま

す
。

　
説
明
書
も
読
み
、
適
切
に
使
用
し
て

い
て
も
、
万
が
一
、
眼
に
違
和
感
を
感

じ
た
と
き
は
、
使
用
を
中
止
し
て
、
早

め
に
眼
科
に
行
き
ま
し
ょ
う
。
お
し
ゃ

れ
も
大
切
で
す
が
、
ま
ず
は
眼
の
健
康

を
考
え
て
、
使
用
す
る
な
ら
上
手
に
使

用
し
た
い
も
の
で
す
。

健康いきいき
情 報

健康いきいき
情 報

銀
（
し
ろ
か
ね
）
も

　
金
（
く
が
ね
）
も
玉
も
何
せ
む
に

　
　
ま
さ
れ
る
宝

　
子
に
し
か
め
や
も　

　
こ
の
短
歌
は
、
万
葉
集
に
あ
る
山

上
憶
良
の
作
品
で
す
。
過
日
、
新
聞

を
読
ん
で
い
て
ふ
っ
と
こ
の
短
歌
が

頭
に
浮
か
ん
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

次
の
よ
う
な
記
事
で
し
た
。

　
「
保
護
者
3
割　
出
産
に
た
め
ら

い
」
と
い
う
大
見
出
し
の
記
事
。
山

梨
県
が
子
育
て
世
代
に
行
っ
た
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
が
載
っ
て
い
た
の
で

す
。
子
ど
も
を
も
っ
と
欲
し
い
け
れ

ど
、
次
の
よ
う
な
理
由
で
希
望
す
る

子
ど
も
の
数
に
な
っ
て
い
な
い
人
が

33
・
8
％
も
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た

の
で
す
。

◆
理
想
よ
り
も
子
ど
も
の
数
が

少
な
い
理
由

・ 

子
育
て
や
育
児
に
お
金
が
か
か
り

過
ぎ
る　
60
・
4
％

・ 

高
年
齢
で
出
産
や
子
育
て
に
不
安

が
あ
る　
29
・
2
％

・ 

仕
事
に
さ
し
つ
か
え
る　

25
・

5
％

・ 

働
き
な
が
ら
子
育
て
が
で
き
な
い

23
・
2
％

な
ど
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
結
果
、
経
済
的
負
担
が
重
い

こ
と
が
少
子
化
の
一
因
に
な
っ
て
い

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
経
済
的
負

担
が
軽
け
れ
ば
子
ど
も
を
増
や
し
た

い
と
考
え
て
い
る
人
は
、
ア
ン
ケ
ー

ト
結
果
で
は
73
・
5
％
だ
っ
た
そ
う

で
す
。

　
ま
た
、
働
き
な
が
ら
子
育
て
で
き

る
職
場
環
境
や
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
な

ど
、
働
き
や
す
い
環
境
が
整
え
ば
子

ど
も
を
増
や
し
た
い
と
考
え
て
い
る

人
も
多
い
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
高
齢
出
産
や
子
育
て
な

ど
に
不
安
を
抱
え
て
い
る
人
が
多
い

こ
と
も
わ
か
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
は
宝
で
す
。
2
0
4
0

年
に
は
少
子
高
齢
化
は
さ
ら
に
進

み
、
山
梨
県
の
人
口
は
66
人
余
り
と

な
り
、
30
年
間
で
20
万
人
近
く
減
少

す
る
、
と
い
う
将
来
推
計
人
口
が
厚

生
労
働
省
よ
り
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

ち
な
み
に
我
が
富
士
川
町
は
、
5
，

6
0
0
人
余
り
減
少
す
る
だ
ろ
う
と

の
こ
と
で
す
。
そ
の
中
で
、
15
歳
未

満
の
子
ど
も
は
2
0
1
0
年
に
比
べ

県
全
体
で
43
・
6
％
減
と
な
る
見
込

み
だ
そ
う
で
す
。

　
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
の
は

容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
少
し
で

も
減
少
幅
を
減
ら
す
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
子
育
て
に
関
す
る
経
済
的
負
担
軽

減
策
や
、
安
心
し
て
子
育
て
し
な
が

ら
働
き
続
け
ら
れ
る
環
境
整
備
の
充

実
な
ど
に
向
け
、国
や
県
、市
町
村
、

企
業
は
も
と
よ
り
、
す
べ
て
の
人
が

係
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
出
産・育
児
へ
の
理
解
と
支
援・

協
力
が
大
事
な
の
で
す
。
次
代
を
担

う
の
は
子
ど
も
た
ち
で
す
か
ら
…
。

今月は、笠井保健師です。

子どもは宝！

富士川町男女共同参画準備委
員会事務局（町民生活課内）
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読書に親しむ「朗読発表会」
　3 月 17 日（ 日 ）、
ますほ文化ホールに
て、読書に親しむ「朗
読発表会」が開催さ
れました。
（写真：鰍沢中部小
学校 2 年生、塩入
大輝くんの朗読発
表）

太鼓堂を図面データに復元
　3 月 18 日（月）、教
育文化会館において、
甲府工業高校 3 年の
中田隆太さん、松野佑
亮さんが、授業の一環
で作成した太鼓堂（旧
𣇃米学校）の図面デー
タを町に寄贈してくれ
ました。

増穂西小入学式
　4月 3日（水）、増穂西小学
校において、平成 25 年度入
学式が行われ、新しいお友達
に 1 年生が 1 名入学しまし
た。
（写真：はじめての授業「増
穂西小学校の宝物探し」）

春を告げる「天神社祭典」
　3月 24 日（日）、天神中条天
満宮にて「天神社祭典」が行わ
れました。
　当日は、地域の小学生の御
神輿や中学生の御神楽が披露さ
れ、多くの来場者から温かい拍
手や歓声が上がりました。

春の交通安全週間
　4月 6日（土）、鰍沢
警察署にて春の全国交
通安全運動が行われ、
オープニングイベント
として「まほらの郷鷹
座巣小林八幡太鼓」和
太鼓演奏が披露されま
した。

鰍沢小入学式
　4月 4日（木）、鰍沢
小学校において、平成
25 年度入学式が行わ
れ、新しく 28 名の 1
年生が入学しました。
（写真：最初の授業は
先生とジャンケンポ
ン）

英語にふれよう
　3 月 27 日（水）、国際
交流協会主催で「英語
にふれよう in 児童セン
ター」が行われ、全身を
使って英語にふれあい、
より身近に英語を感じる
ことができました。
（写真：かじかざわ児童
センター）

保育所入所式
　4 月 3 日（水）、
町内の第 1 ～第
5・小室山保育所
において、入所式
が行われました。
（写真：第 3 保育
所入所式の様子）
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社会保険鰍沢病院と市川三郷町立病院の
診療科目等をお知らせします

社会保険鰍沢病院
☎ 22－3135

【受付時間・診療科目】
◇午前受付時間　午前 8時 15分～ 11時 20分
　内　　科……月～金
（一般内科・消化器内科・循環器内科・内分泌内科）
　外　　科……月～金　　　整形外科……月～金
　小 児 科……月～金　　　脳 外 科……金
　※ 休診等があるため初診時で受診する場合は電話にて確認
してください。

◇午後受付時間　午後 1時半～ 4時
　内　　科……月～金（要 TEL）　　　小 児 科……月～金
　皮 膚 科……水曜日午後 1時半～ 4時受付
　　　　　　　第 2・4月曜日午後 1時～ 3時受付
◇予約制診療科目等
　乳腺外来……火・水曜午後　　　大腸外来……水曜午後
　肝胆膵外来……火曜日午後
　睡眠時無呼吸外来……月曜日午後

　小児科予防接種……月・火曜日午後
　小児科乳幼児健診……木曜日午後

市川三郷町立病院
☎ 055－272－3000

【受付時間・診療科目】土日祝日の受付はありません。
◇午前受付時間　午前 8時～ 11時半
　内　　科……月～金　　　循環器内科……月、火、水、金
　外　　科……月～金　　　泌 尿 器 科……月～金
　眼　　科……月、火、金　　　耳鼻咽喉科……火、木、金
　皮 膚 科……月、水※、金　※水曜日不定期（要確認）
◇午後受付時間　午後 3時まで
　呼吸器特診……月、水曜日
　心臓血管特診……金曜日（毎月 2回）
　脳神経外科……火曜日
◇予約制診療科目等　午後 1時～ 4時（土日祝日を除く）
　整形外科……月、火、水（午後のみ）
　　　　　　　※ 4月から診療体制が変わりました。
　婦 人 科……火、金（午後のみ）
　※ 予定が変更になる場合があります。詳しくはお問い合わ
せください。

　※ 予約（変更・取り消し等）の問い合わせは専用ダイヤル
☎ 055－272－5311 まで。

Our World. Your move. ～人間を救うのは、人間だ～
ヒューマニティキャンペーンやまなし 2013

　5月は赤十字運動月間です。
　赤十字の活動は皆さま方からの活動資金（社費）に支えら
れております。皆さま方のご協力をお願いします。

日本赤十字社山梨県支部富士川町分区　☎ 22－7209

善意ありがとう
　次の方から心温まる善意をお寄せいただきまし
た。心から感謝申し上げます。
◆町へ
一金　　500 万円　保坂精治様（鰍沢中）
　甲州鰍沢温泉かじかの湯の運営のために

戸籍の窓
自 3月 1日　至 3月 31 日　届出（敬称略）
　　　　　　　　　　　※住民登録者のみ記載

おめでた（出生）
 地　区 氏　名 性別 保護者
 最　勝　寺 山本　琉巳 （る　い） 男 祐　己
 〃 星野　優輔 （ゆうすけ） 男 モリヤマアイリン
 〃 山本　　暉 （ひかり） 女 明　彦
 青　柳　町 深 　　導 （しるべ） 男 武
 鰍　沢　北 藤井　徠羽 （らいは） 男 秀　和
 鰍　沢　中 保坂美知瑠 （みちる） 女 昌　史

およろこび（結婚）
 地　区 氏 名 （ 旧 姓 ）
 天 神 中 条 依田　和也 佑　美 （ 相 原 ）
 長　　　沢 藤澤　　真 直　美 （ 飯 島 ）
 〃 齊藤　　亘 結　花 （ 塚 崎 ）
 五　　　開 依田　幹則 一　恵 （ 外 川 ）
 〃 堀口　隼也 莉　奈 （ 大 野 ）

おくやみ（死亡）
 地　区 氏　名 年齢 届出人
 最　勝　寺 野中をてふ 99 芳　　雄
 天 神 中 条 沢登　　智 55 多 恵 子
 小　　　林 小野　君枝 94 賢　　一
 〃 深 あき代 81 誠
 長　　　沢 川口　廣子 86 正　　滿
 青　柳　町 志村　喜作 82 晃
 〃 大久保志津 87 正　　照
 平　　　林 依田ひでゑ 89 齊藤ひとみ
 小　　　室 古郡 み子 95 謹　　二
 鰍　沢　中 望月まさじ 95 榮　　治
 〃 秋山　幸子 88 寿　　彦
 鰍　沢　南 樋口　房子 89 修
 中　　　部 齋藤　嘉信 68 陽　　子

ひとのうごき（ 4月 1日現在）

人　口 16,412 人 （－ 69）
　男 7,964 人 （－ 10）
　女 8,448 人 （－ 59）
世　帯 6,275 戸 （－  3） ※ (　)内は対前月比
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ヴァンフォーレ甲府の選手と並ぶ、富士川町増穂サッカークラブ所属のエスコートキッズ
（富士川町ホームタウンサンクスデー4月 13日　山梨中銀スタジアム）

3 歳くらいまでのお子さまの写真を募集しています。

天野　季
り
音
ん

ちゃん
（ 9カ月・最勝寺）

父　浩二さん・母　賀代さん

島田　花
か
菜
な

ちゃん
（ 1歳 4カ月・鰍沢中）
父　崇さん・母　絢子さん

http://www.town.fujikawa.yamanashi.jp　Eメール：webmaster@town.fujikawa.yamanashi.jp

佐藤　辰
たつ
海
み

くん
（ 1歳 3カ月・中部）

父　紀之さん・母　庸子さん

渡邊　優
ゆう
梨
り

ちゃん
（ 1歳 7カ月・鰍沢北）
父　順一さん・母　景子さん

の わ
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